






ふり返りを記述するワークシートには、やや厚み
のあるカラー上質紙を用いてファイルする。これを
生徒との間では「題材の表紙」と呼称している。ふ
り返りを記入するのは裏面部分の「学びの記録」（図
5）で、授業や内容の区切りごとにふり返りを記述
する。1枚の用紙に記入していくことで、学んでき
た内容やそれをどう生活に生かそうと考えたかな
ど、自分の姿をふり返り、新たな課題や再度取り組
むべきことに気付く。

③　内容のまとまりをふり返る工夫　
図5で示した「学びの記録」の反対面（表面）
を図6に示す。

内容（題材）の導入時に、このワークシートを用
いて、題材の目標を生徒と共有する。これらの目標
を、必要に応じて確認することで、何を学び、何を
ふり返って自己評価するのかを明確にする。
下部は、題材の学習を終えるときに記入する。何
についてふり返るのかを明確に示し、図５で示した
「学びの記録」を生徒自身が確認することで、内容
のまとまりとして、自分の学びの様子を評価できる
ように構成している。
３　自己評価の視点を明確にする工夫
調理や衣服の手入れなど、実技を伴う学習内容の
評価では、「適切にできる」ことが求められる。そ
れがどのような状態を指すのか、あらかじめ生徒と

図のＡ欄：それぞれの学習内容における自分の学び
の姿を確認。Ｂ欄：その学びを次の学びや生活、ある
いはほかの教科や領域の授業でどのように生かせると
思うかを記述する。

図 6　「題材の表紙」の表面

共有しておく必要がある。
例えば、まつり縫いについて学習する際には、ま
つり方の特徴とポイントを明確に示し、それを理解
させることが重要である。
まつり縫いは、すそなど、布の端をまつる方法で、
必ず表面に縫い目が表れる。じょうぶさを求める通
常の縫い方とは異なり、縫い目をいかに目立たない
ようにするか、または美しく見えるようにするかが
課題となる。「なぜそのように縫うのか」を理解す
ることで、技能のスキルも高まり、図７のようなポ
イントを示すことで、生徒が適切に自己評価し、改
善点を見いだすことができる。

また、このポイントについて実感を伴って理解す
るために、図８の縫い方見本を各グループに提示し
た。縫い始める前に概要を把握する際だけでなく、
縫ったものを確認する際に、この見本と比較して「適
切にできた」点と、改善が必要な点を把握した。さ
らに、適切に縫えていない見本（図9）を提示し、
図８の見本と比較することで、課題を見つけ、自分
の縫い方の改善につなげることができた。その際、

図 7　まつり縫い作業にかかる評価の観点
（平成 19 年度特定の課題に関する調査　技術・家庭　家庭

分野　内容②　調査Ⅱ　による）

図 8　まつり縫いの縫い方見本
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図 9　適切に縫えていない見本
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図 10のようにグループ等での教え合い活動を行
い、相互に確認することで、改善点がより明確になっ
た。
自己評価力が高まれば、他者と相互評価する力も
高まる。生徒が互いの製作物や考えを、適切な視点
に基づいて論理的に評価し、評価されることで、自
分の学びを論理的に評価する力も高まると考えて、
実践を進めている。

（3） 相互評価による自己評価力を高める工夫
学習指導要領Ｂ（7）「衣生活の課題と実践」で「家
族の衣類の洗濯と手入れ」の中から自分の課題を設
定する場面で、課題設定の手順を確認したり、課題
設定の理由を表現したりできるワークシートを工夫
した。
課題設定を行う際の留意点として下のような項目
をワークシート内にあらかじめ記載した。相互評価
する際にもこの留意点に基づいて行うことで、生徒
の中にある漠然とした考えや概念をワークシートに
当てはめて表現できるようにした。

各自が仮に設定した課題について、グループ内で
説明し合い、付せん紙を用いて相互評価したことを
踏まえて、課題を設定する。
もし、実践の途中でうまくいかないことがあって

図 10　縫い方を相互評価する生徒

も、実践準備まで具体的に検討する場を設定したこ
とで、課題の設定に向けてグループ等で練り直した
経験が生かされ、実践の計画を見直したり、課題そ
のものを見直してよりよい実践につなげたりするこ
とが期待できる。

自分の発表について評価を受ける欄
付せん紙は他者が書いたもの

自分が他者の発表を評価する欄
付せん紙は自分が書いたもの

図 11　課題を設定する際に使用するワークシートの例（抜粋）
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また、実践の計画や実践結果の発表を相互評価す
る際に、付せん紙の間に複写紙を挟んで記録するこ
とで、同じものを２枚作る（図 12）。図 13のよ
うに、それぞれの生徒は１枚を自分のワークシート
に貼り、もう１枚を評価の相手に渡すことで、他者
への評価内容と他者からの評価内容の両方を１枚の
ワークシートに残せる。このことで、自分が他者を
どう評価したか記録し、評価力を高めることができ
る。

図 12　複写式付せん紙に記入する様子

図 13　実践内容を相互評価する際のワークシート例（抜粋）

自分が他者の発表を評価する欄。
付せん紙は自分が書いたもの。

自分の発表について評価を受ける
欄。付せん紙は他者が書いたもの。

日々の授業実践の中で、論理的に評価する場面を
積み重ねたことにより、確かな手応えを感じている。
以下は半年間の授業を経た、本年度の２年生のふり
返りの言葉である。
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3 研究の成果と課題

・ 僕は、色々な洗濯の記号に興味を持ちました。記号の勉強をして
から、この服にはどんな記号が付いているんだろうと自分で確認
してみるようになリました。見ているときに、親に「何している
の？」と聞かれ、それについて解説したあと、たくさん勉強した
んだな、と自分で思い、とても嬉しかったです。

・ いつもの母の洗濯方法と比べながら、洗濯に取リ組んでみました。
すると、間違っていた洗濯方法と課題を見つけ出すことができま
した。この学習を通して、自分の家での課題を見直し、課題解決
方法について考えました。私の家では、何もかも一緒に干してい
たことが課題でした。これからは、新しく買った服の取リ扱い表
示に目を通して、洗濯方法を家族と相談する事になりました。

・ 一つ一つの行動に意味を見いだし、できないことがあったら原因
を考えてまた再チャレンジする。そういう考え方をできるように
なった。

・ 家庭科の視点から、自分の家の問題点に気づき、対処の仕方を学
べたし、取り組んでみようという気になった。




